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Panel Abstract 
本パネルでは、ソーシャル・ネットワーキング・アプローチ (Social Networking Approach、以下
SNA)による協働学習としての、リレー作文の実践研究報告をしたい。SNAは人間形成とグロー
バル社会を生きぬく力の育成を教育目標に掲げ、様々な領域で他者や他分野と連携し、つな
がる力の育成を学習目標に据えている。近年の不確実性の増す世界情勢の中、平和な社会を
築くため、個人を重んじ、高度の思考力を磨き、つながる力を培う機会を提供することは日本語
教育の重要な課題と言える。また、近年様々な社会活動（宣伝・普及・招致活動など）において
物語る力の有効性が認知されるようになり、外国語教育においても物語る力の養成は必須項
目となっている (ヨーロッパ言語共通参照枠CEFR等）。本発表者が実践しているリレー作文
は、上記のニーズに応えることのできるユニークな協働学習法である。リレー作文とは複数人が
文を書きつなぎ相互行為を交えながら物語などを完成させる活動である。Hyland（2009）等の
「書き手と読み手の相互行為」という概念を、具体的な日本語作文活動に応用し、常に読み手
を意識した相互行為として捉えるものである。本パネルでは、リレー作文の効果を紹介した上
で、過去数年間における研究から明らかになった協働学習の様々な課題の解決も報告をした
い。具体的には、第１発表者はオンライン授業での初級日本語コースの「短文完成タスク」を実
施したその効果と課題の考察、第２発表者は初級コースでの短い物語文の創作活動の効果と
課題の考察、第３発表者は日本語上級学習者を対象としたリレー作文による教育的な効果と
問題点を考察した。リレー作文が協働学習の新しい活動形態の一つになるのではないだろう
か。
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PANEL PAPER 1
オンライン授業における協働作文学習：初級リレー作文の試み 

Collaborative Writing in Online Course: A Relay Writing for Beginners 
Aya Okada

Panel Paper 1 Abstract 
本発表では、アメリカ中西部の公立大学で日本語を学習し始めて一学期目という初級の学生
を対象に実施した協働学習としてのリレー式作文活動について考察をする。これまでの研究で
は日本語ゼロ初級者を対象にリレー式作文を複数回導入し、協働学習としてのリレー式作文
活動が初級レベルでも実施が可能であることを示し、同活動が他者への配慮や内省を促す活
動となることを述べてきた(岡田、他 2018, 2019)。 しかし、従来のリレー式作文では、学習者間
の熟達度の差により産出の質や量に差が生じることがあり、それが創作された物語の伝わりや
すさに影響するという問題が生じた。そこで、このような問題解決の一助となることを目指し、「短
文完成タスク」と呼ばれる短文形式でのリレー作文活動を試みた。短文完成タスクは、Spiro（
2006）などにより、目標とする文法表現を用いて、協働で短い文を作成する活動などが報告さ
れている。今回は、学習者が一枚の絵を見て想像を膨らませ、各学習者が文の一部をリレー形
式で作成し、最終的に一つの文を完成させるという作業を実施した。結果として、学習者間の
熟達度の差に関係なく、それぞれ文の作成に同程度に貢献する様子が見られた。本発表で
は、日本語ゼロ初級者に「短文完成タスク」を実施した際の方法と結果、活動を実施している際
の学習者間の会話、そして学習者アンケート結果から得た効果と課題について考察する。ま
た、本活動を実施した際の授業形態はZoomとGoogleスライドを使用したオンライン授業であっ
たが、今後オンライン形式でリレー式作文の導入を検討される方の参考にもなることを願い、オ
ンライン授業でリレー式活動を行う際の留意点についても報告をしたい。
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What is the language of your presentation? Japanese
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PANEL PAPER 2
 初級クラスでのリレー作文：協働学習を有効に指導する為の指導方法 

Relay Writing in a beginner's class: Effective Teaching Methods for Collaborative Study in
Japanese 

Kiyoshi Noguchi

Panel Paper 2 Abstract 
本発表では、第1発表と同じ大学の別クラスで行われたリレー形式による短い物語文創作活動
における協働学習の有効性と問題点を、SNAが重視する「つながる」能力の観点から考察した



い。過去数年間、協働学習の一環としてリレー作文を初級クラスに導入し学習効果を高める実
践研究をしてきた(野口、他 2018) 。その結果、以下の問題点が明らかになった。①グループの
人数が多いと、各学習者の関与度・関心度が低くなる。②学習した語彙や文型の範囲内で書く
と、作品の多くは面白みのないものになる。この問題を軽減するために今回の実践では次のよ
うな指導方法を試みた。先ず、相互行為が構想段階から完成に至るまで終始活発になるようグ
ループの人数をこれまでの3-4名から2名にし(Storch 2013)、話し合う時間を十分に設けた。次
に、方針を「学んだ知識の範囲内で書く」ではなく「表現したいことを書く」(細川 2002)に転換
し、学習者の物語創作活動を支援した。具体的には、表現したいことが書けるように一定の
ルールを設けた上で辞書・翻訳アプリの使用を認めた。活動後の作品分析と学習者へのアン
ケート調査の結果、次のことが明らかになった。A)各学習者の関与度・関心度は非常に高く
なった。B)作品も面白味のあるものが増えた。これらは学習者同士の「つながる」機会を十分に
設け、更には物（アプリ）との「つながり」を認めた成果と言える。しかし、C)翻訳アプリの使用に
関しては、肯定的な意見以外に否定的な意見も散見され、辞書・翻訳アプリの使用は日本語
学習として可能かという問題も生じた。そして仮に使用を認める場合、そのルールをどうするべ
きかが今後の課題になったことも報告したい。
(688)
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PANEL PAPER 3
リレー作文のもたらす教育的効果の分析:日本語上級学習者と日本語母語話者の協働作業の

例から 
Analysis of the Educational Effects of Relay Writing: Case of Collaborative Work between

Advanced Learners and Native Speakers 
Kazuko Tanabe

Panel Paper 3 Abstract 
本研究発表では、日本語上級学習者を対象とした協働作業によるリレー式作文による教育的
な効果と問題点を考察したい。協働作業によるグループ・ワークは、文法的な知識が身につか
ない消極派の学習者にも個人で作文を書くだけの作業では得られない他者との相互行為に
よって書く力を伸ばす効能があると指摘されている（McDonough 2004）。そこで、本発表では過
去数年間に渡り日本の私立大学で実践的指導をした、日本語上級学習者と日本語母語話者
のグループ（３－4名）によって作成されたリレー作文を、ナラトロジー（物語論）の視点から考察
する。これにより日本語学習者の物語の運び方と日本語母語話者のそれとを直接比較すること
ができ、日本語学習者だけのリレー作文では認識できなかったナラティブの技術の違いが明ら
かになった。また、リレー作文の分析方法は、ジェラール・ジュネットの『物語のディスクール』（



1985）に述べられている叙法（Mood）の中のパースペクティブ理論を使用した。パースペクティ
ブというのは、物語の語り手がどのような視点に立って、読み手に語っているかということであ
る。これは、クリアンス・ブルックスとロバート・ペン・ウォーレンの語りの焦点＜focus of narration>
という概念で「視点」の類義語として提唱したものである（ジュネット1985）。研究成果として、日
本語学習者は、「やりもらい」表現をほとんど使わないのに対し、日本語母語話者は、「～てくれ
ました」という待遇表現を多用し、主人公の視点から、登場人物より恩恵を受けたことで、最終
段落をまとめようとする傾向があることが判明した。また、事後インタビューでは、グループ・メン
バー間に連帯感が生まれたことも報告したい。
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